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「
工
学
と
女
性
」
テ
ー
マ
に

国
会
議
員
と
科
学
者
が
意
見
交
換

　

公
益
社
団
法
人
日
本
工
学
ア
カ
デ
ミ
ー
主
催
の

「
政
治
家
と
科
学
者
の
対
話
の
会
」
が
３
月
３
日
、

都
内
の
衆
議
院
議
員
会
館
で
開
か
れ
＝
写
真
、
工
学

と
女
性
を
テ
ー
マ
に
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　

会
合
で
は
、
工
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
委

員
会
委
員
長
で
あ
る
行

木
陽
子
氏
（
中
央
大
学

特
任
教
授
）
が
講
演
し
、

工
学
分
野
に
お
け
る
女

性
の
活
動
な
ど
に
つ
い

て
話
題
提
供
が
行
わ
れ

た
。
文
部
科
学
省
の
学

校
基
本
統
計
に
よ
る
と
、

大
学
（
学
部
）
学
生
に

占
め
る
女
性
割
合
で
、

工
学
部
は
17
・
９
％
と

な
っ
て
お
り
、
他
学
部

に
比
べ
て
圧
倒
的
に
低

い
。
行
木
氏
は
「
父

親
・
母
親
世
代
に
根
強

く
残
る
ア
ン
コ
ン
シ
ャ

ス
・
バ
イ
ア
ス
（
無
意
識
の
思
い
込
み
）
が
若
い
人

た
ち
の
進
路
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
」
と
強

調
。
そ
の
上
で
、
初
等
中
等
教
育
か
ら
産
業
界
ま
で

一
貫
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
の
整
備
、
統
計
デ
ー
タ

を
活
用
し
た
客
観
的
調
査
・
評
価
、
産
学
官
や
省
庁

横
断
の
総
合
的
施
策
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
「
理
系
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
は
昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
統
計
デ

ー
タ
が
な
け
れ
ば
何
も
始
ま
ら
な
い
。
き
ち
ん
と
収

集
し
て
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
「
雇
用
の
流
動
性
を
高
め
て
、
そ
こ
に
女
性

に
入
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。
ま
た
、
政
治
学
が
専
門
の
牧
原
出
氏

（
東
京
大
学
教
授
）
は
「
東
大
で
も
女
性
の
研
究
者

を
ど
う
増
や
す
か
議
論
し
て
い
る
。
個
人
的
な
意
見

だ
が
、
入
試
に
お
い
て
国
語
の
配
点
を
増
や
せ
ば
変

わ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
語
っ
た
。

　

自
民
党
と
公
明
党
が
連
立
を
解
消
し
て
か
ら
初
の

会
合
だ
っ
た
が
、
公
明
党
や
中
道
改
革
連
合
な
ど
野

党
議
員
も
出
席
。
中
道
の
河
西
宏
一
衆
院
議
員
は

「
高
市
政
権
に
お
け
る
危
機
管
理
投
資
、
科
学
技
術

に
対
す
る
投
資
に
つ
い
て
は
非
常
に
期
待
感
を
持
っ

て
い
る
。
国
会
に
お
い
て
も
、
建
設
的
な
議
論
を
展

開
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。
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